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専門科目（看護学コース 公衆衛生看護学科目群の筆記試験） 

 

日本における健康寿命の延伸に資する方策について、一次予防・二次予防・三次予防の
観点から、600 字以内で解答用紙に論じなさい。なお、本紙の余白は下書きとして使用  
しても差し支えありません。 
 
模範解答例 
 健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間、すなわ
ち要介護状態に至らず、生活できる期間を指す。したがって健康寿命の延伸に資する方策
については、要介護状態のリスク因子に着眼した予防方策が重要である。一次予防では、
運動、栄養、口腔機能、認知機能、社会参加等の生活習慣の維持ならびにこれらに資する
生活環境の整備を主眼とする、ポピュレーションアプローチによる要介護状態の発生の予
防が必要となる。二次予防では、一次予防の基盤のもと、認知症、脳血管疾患、骨折・転
倒、フレイルならびに老年症候群の早期把握と早期介入を主眼とする、ハイリスクアプロ
ーチによる要介護状態の進行の抑制が必要となる。三次予防では、一次予防、二次予防の
基盤のもと、既存の要介護状態に対する包括的かつ複合的なリハビリテーションならびに
社会資源の活用等をとおして、残存する生活機能を維持するとともに、要介護状態の重度
化の抑止を図ることが必要である。以上のように、健康寿命の延伸に資する方策について
は、一次、二次、三次予防それぞれに方策が存在するが、重要なことは、これらの方策が
切れ目のない統合性を有すること、また一人ひとりのライフコース全体をとおして人生の
最後まで展開される継続性を有すること、さらに個人、集団、地域、社会全体へ展開され
る多層性を有することであり、かつ社会におけるケアシステムとして機能することであ
る。（600 字） 
 


